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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一辺が回動自在に保持された複数の表示記録媒体によるブック型表示記録媒体を順次ペ
ージ送りするページ送り手段と、
　前記ページ送り手段によって開かれた二つの面に記録可能な前記表示記録媒体に画像を
書き込む書込み手段とを備えたことを特徴とする画像書込装置。
【請求項２】
　前記書込み手段は、隣合う２つの前記表示記録媒体の互いに対向する面に、前記ページ
送り手段によって前記２つの表示記録媒体が開かれた状態で画像を一括して書き込む単一
の露光部を備えたことを特徴とする請求項１記載の画像書込装置。
【請求項３】
　前記書込み手段は、隣合う２つの前記表示記録媒体の互いに対向する面に、前記ページ
送り手段によって前記２つの表示記録媒体が開かれた状態で画像をそれぞれ書き込む第１
および第２の露光部を備えたことを特徴とする請求項１記載の画像書込装置。
【請求項４】
　前記書込み手段は、前記表示記録媒体の両面にそれぞれ画像を書き込む第１および第２
の露光部を備えたことを特徴とする請求項１記載の画像書込装置。
【請求項５】
　前記露光部は、前記表示記録媒体から離れた場所から画像光を投影して前記画像を書き
込むプロジェクタ等の投影装置であるとを特徴とする請求項２、３又は４記載の画像書込
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装置。
【請求項６】
　前記第１の露光部は、前記表示記録媒体に接してあるいは近接して画像光を照射して前
記画像を書き込む液晶ディスプレイ等の表示装置であり、
　前記第２の露光部は、前記表示記録媒体から離れた場所から画像光を照射して前記画像
を書き込むプロジェクタ等の投影装置であることを特徴とする請求項３又は４記載の画像
書込装置。
【請求項７】
　前記ページ送り手段は、並列して設けられ、水平に開かれた各々の前記表示記録媒体を
それぞれ昇降させる第１および第２の昇降手段と、前記第１および第２の昇降手段の昇降
動作に連動して前記表示記録媒体を回動させることにより、前記表示記録媒体をページ送
りする回動手段とを備えたことを特徴とする請求項１記載の画像書込装置。
【請求項８】
　前記ページ送り手段は、水平方向、および前記水平方向と異なる方向に開かれた各々の
前記表示記録媒体のうち前記水平方向の前記表示記録媒体を昇降する昇降手段と、前記水
平方向と異なる方向に位置する複数の前記表示記録媒体を順次前記水平方向に回動させる
ことにより、前記表示記録媒体をページ送りする回動手段とを備えたことを特徴とする請
求項１記載の画像書込装置。
【請求項９】
　前記ページ送り手段は、水平方向と異なる方向に前記複数の表示記録媒体を支持すると
ともに、前記複数の表示記録媒体を一枚ずつ重力を利用して回動させてページ送りする回
動手段を備えたことを特徴とする請求項１記載の画像書込装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リライタブルでメモリ性を有する複数の表示記録媒体をブック型にしたブッ
ク型表示記録媒体に画像を書き込む画像書込装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示記録媒体として、紙媒体や電子ディスプレイデバイスの他に、電子ディスプ
レイの長所と紙の長所を併せ持った電子ぺーパあるいはデジタルペーパと称せられる表示
記録媒体が注目されている。
【０００３】
　この表示記録媒体は、表示に関してメモリ性を有することから、情報の書き換え時のみ
駆動装置あるいは外部の情報書込装置により、書込みのためのエネルギーを与えるだけで
良く、表示を維持するためのエネルギーの印加は不要である。従って、情報の書込み後に
画像書込装置から表示記録媒体のみを取り出して、紙媒体のように手軽に持ち運んだり、
重ねたり、並べたり、手に持って情報を読むことができる。
【０００４】
　上記のようなメモリ性を有する表示記録媒体として、電圧の印加と光の照射によって画
像が可視的かつ消去自在にメモリされる光書込型表示記録媒体、および、この表示記録媒
体に画像を書き込む画像書込装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　この特許文献１に記載された表示記録媒体は、一対の透明電極間に、液晶層と、光の照
射によって抵抗値が変化する光導電層とが積層されたものである。また、その表示記録媒
体に画像を書き込む装置は、格納部から搬送されてきた表示記録媒体を液晶光出力デバイ
スの表面に密着させ、この状態のままバックライトにより背面から照明されている液晶光
出力デバイスに画像を表示すると共にその画像光を表示記録媒体の光導電層に照射し、光
導電層に光パターンに基づく抵抗分布を生じさせ、透明電極間に電圧を印加して、光導電
層の抵抗分布に基づく分圧分布を液晶層に印加し、分圧分布に応じた画像を液晶層に記録
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するものである。
【特許文献１】特開２００１－３０１２３３号公報（［００４４］～［００４７］および
図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、従来の表示記録媒体によると、画像の書込みは１枚単位が原則になっている。
このため、書込み枚数が複数になると、多大の時間がとられることになる。
【０００７】
　上記したようなリライタブルな表示記録媒体は、従来、画像の書込みを１枚単位で行う
ことが当然と考えられていたが、電子ペーパを本の綴じ代のように見開き可能に結合して
ブック型にし、使い勝手の向上を図り、更には、関連する表示記録媒体がバラバラになる
のを防止できるようにすることが考えられる。
【０００８】
　このようなブック型表示記録媒体に画像の書込みを行う場合、１枚単位で書込みを行う
か、銀行の通帳のように２面を一括して行うことになる。しかし、銀行の自動金銭支払機
のように、通帳を滑らせながら搬送する方式を電子ペーパに用いた場合、柔らかな表面が
搬送時に擦られて疵が付き易くなるほか、書込みに時間がかかるという不都合がある。
【００１０】
　本発明の目的は、ブック型の表示記録媒体に対する書込みの高速化を可能にした画像書
込装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記目的を達成するため、一辺が回動自在に保持された複数の表示記録媒体
によるブック型表示記録媒体を順次ページ送りするページ送り手段と、前記ページ送り手
段によって開かれた二つの面に記録可能な前記表示記録媒体に画像を書き込む書込み手段
とを備えたことを特徴とする画像書込装置を提供する。 
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の画像書込装置によれば、ブック型表示記録媒体を自動的にめくり、書込みを行
うことができるため、２枚または１枚の両面に書込みが同時に行えるようになり、書込み
の高速化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
［第１の実施の形態］
　図１は本発明の第１の実施の形態に係るブック型表示記録媒体の正面図を示し、図２は
右側面図を示す。図３は、図１のブック型表示記録媒体の平面およびジョイント部の詳細
を示し、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ線
断面図である。なお、図３（ｂ）および（ｃ）においては、電子ペーパ１０の図示を３枚
にし、他は図示を省略している。
【００１６】
（ブック型表示記録媒体の構成）
　このブック型表示記録媒体２０は、同一構造を有する複数枚（例えば、５枚）の表示記
録媒体としての電子ペーパ１０と、これらの電子ペーパ１０を本のように綴じ代部分を見
開き可能に連結するジョイント部１２とを備え、見開き状態のとき、２つの電子ペーパ１
０のそれぞれの表示面がユーザの視野に入るように構成されている。
【００１７】
（電子ペーパの構成）
　電子ペーパ１０は、情報の書き換えが可能な図３（ａ）に示す表示記録部１１と、この
表示記録部１１の周辺の１辺、例えば、短辺の１つに形成された円柱状の係合部１０Ａと
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、この係合部１０Ａに沿って１列に所定間隔を有して設けられた４つのスリット１３とを
備える。なお、４つのスリット１３は、隣り合う２つが繋がった２つのスリット１３とし
てもよく、４つが繋がった１つのスリットとしてもよい。
【００１８】
（ジョイント部の構成）
　ジョイント部１２は、図３の（ｂ）、（ｃ）に示すように、一部に開口１２ｃを形成し
た略Ｃ字形の断面形状を有する一対の嵌合部１２ａと、この一対の嵌合部１２ａを連結す
る板状の連結部１２ｂとを備える。一対の嵌合部１２ａは、一方が電子ペーパ１０の係合
部１０Ａに嵌合し、他方は隣接する他の電子ペーパ１０の係合部１０Ａに嵌合される。電
子ペーパ１０の所要数が連結されることにより、ブック型表示記録媒体２０が形成される
。
【００１９】
（電子ペーパの表示記録部の層構成）
　図４は、図３の（ａ）の表示記録部１１におけるＣ－Ｃ線断面を示す。表示記録部１１
は薄型矩形状を有し、所定の間隔をもって平行配置されたＰＥＴ（ポリエチレンテレフタ
レート）フィルムからなる一対の基板１０１Ａ，１０１Ｂと、基板１０１Ａ，１０１Ｂの
それぞれの内側に配設されたＩＴＯ（インジウム錫酸化物）からなる一対の透明電極１０
２Ａ，１０２Ｂと、この透明電極１０２Ａ，１０２Ｂの内側に設けられ、印加電圧に応じ
て反射率（透過率）が変化するメモリ性を有する液晶、例えば、コレステリック液晶から
なる液晶層１０３Ａ，１０３Ｂと、液晶層１０３Ａ，１０３Ｂのそれぞれの内側に設けら
れた隔離層１０４Ａ，１０４Ｂと、隔離層１０４Ａ，１０４Ｂのそれぞれの内側に設けら
れて書込みパターン光７０または書込みパターン光７１の照射により抵抗値が小さくなる
光導電層１０５，１０６と、光導電層１０５，１０６の中間に設けられた共通電極１０７
と、共通電極１０７の両側に設けられた光吸収層１０８Ａ，１０８Ｂとを備える。
【００２０】
　光導電層１０５は、２つの電荷発生層１０５ａ，１０５ｃと、これらの間に設けられた
電荷輸送層１０５ｂとを備えて構成され、同様に、光導電層１０６は、２つの電荷発生層
１０６ａ，１０６ｃと、これらの間に設けられた電荷輸送層１０６ｂとを備えて構成され
ている。電荷輸送層１０５ｂの両側に電荷発生層１０５ａ，１０５ｃを積層した構成とし
、同様に、電荷輸送層１０６ｂの両側に電荷発生層１０６ａ，１０６ｃを積層した構成と
することにより、液晶層１０３Ａ，１０３Ｂへの交流電圧の印加が可能となり、液晶層１
０３Ａ，１０３Ｂの劣化を抑えることができ、駆動電圧の低電圧化、および表示記録媒部
１１の高寿命化を実現することができる。
【００２１】
　共通電極１０７は、銅箔等の薄膜により形成されている。この共通電極１０７は、透明
電極１０２Ａ，１０２Ｂの一方または両方に対する他方の電極として用いられる。
【００２２】
　図４では図示を省略しているが、透明電極１０２Ａ，１０２Ｂおよび共通電極１０７は
、画像書込装置から電圧の供給を受けるための受電部が、電子ペーパ１０の表面１１ａあ
るいは裏面１１ｂの一方、表面１１ａおよび裏面１１ｂの両方、あるいは端面に設けられ
ている。
【００２３】
（表示記録部への書込み動作）
　表示記録部１１に書込みを行うとき、その透明電極１０２Ｂと、透明電極１０２Ａまた
は共通電極１０７との間に所定の電圧が印加される。透明電極１０２Ａまたは共通電極１
０７の一方に電圧を印加することで、共通電極１０７を境界にして、上側（表面１１ａ）
たは下側（裏面１１ｂ）に画像を書込むことができる。
【００２４】
　例えば、表面１１ａに画像を書き込む場合は、透明電極１０２Ａと共通電極１０７の間
に電圧を印加し、書込みパターン光７０が、基板１０１Ａ、透明電極１０２Ａ、液晶層１
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０３Ａ、および隔離層１０４Ａを通して光導電層１０５に照射される。光導電層１０５は
、書込みパターン光７０の照射によって抵抗値が小さくなり、それにより光導電層１０５
とのインピーダンス比で決まる液晶層１０３Ａの分圧が増加し、一定以上の閾値を越えた
電圧が印加されることになり、液晶層１０３Ａは光反射率の大きい状態を保持する。従っ
て、表示記録部１１を視線Ｅ１から見た場合、書込みパターン光７０が照射された領域は
、照明光７２を受けて液晶層１０３Ａで反射し、表示光７４として白く見える。
【００２５】
　逆に、書込みパターン光７０が照射されていない領域は、光導電層１０５の抵抗値が大
きくなり、液晶層１０３Ａには閾値を越えない電圧が印加されることになり、液晶層１０
３Ａは光を透過する状態を保持する。この液晶層１０３Ａを通過した光は、光吸収層１０
８Ａで吸収されるため、書込みパターン光７０が照射されていない領域は黒く見える。
【００２６】
　また、裏面１１ｂに画像を書き込む場合は、透明電極１０２Ｂと共通電極１０７とに電
圧を印加し、書込みパターン光７１が基板１０１Ｂ、透明電極１０２Ｂ、液晶層１０３Ｂ
、および隔離層１０４Ｂを通して光導電層１０６に照射される。光導電層１０６は、書込
みパターン光７１の照射によって抵抗値が小さくなり、それにより光導電層１０６とのイ
ンピーダンス比で決まる液晶層１０３Ｂの分圧が増加し、一定以上の閾値を越えた電圧が
印加されることになり、液晶層１０３Ｂは光反射率が大きい状態を保持する。従って、表
示記録部１１を視線Ｅ２から見た場合、書込みパターン光７１が照射された領域は、照明
光７３を受けて液晶層１０３Ｂで反射し、表示光７５として白く見える。
【００２７】
　逆に、書込みパターン光７１が照射されていない領域は、光導電層１０６の抵抗値が大
きくなり、液晶層１０３Ｂには閾値を越えない電圧が印加され、液晶層１０３Ｂは光を透
過する状態を保持する。この液晶層１０３Ｂを通過した光は、光吸収層１０８Ｂで吸収さ
れるため、書込みパターン光７１が照射されていない領域は、黒く見える。
【００２８】
　上記説明では、表示記録部１１に対して片面毎に書込むものとしたが、両面に同時に書
込みを行うこともできる。この場合、透明電極１０２Ａ，１０２Ｂと共通電極１０７との
間に所定の電圧を印加すると共に、書込みパターン光７０，７１を表示記録部１１の表面
１１ａおよび裏面１１ｂに同時に照射する。これにより、片面毎に書込みを行う場合に比
べ、書込み時間を約１／２に短縮することができる。
【００２９】
　なお、表示記録部１１は、図４に示した層構成のほか、共通電極１０７および光吸収層
１０８Ａ，１０８Ｂに代えてＩＴＯ層と遮光層（光吸収層）を設けた構成にしたものでも
よい。この層構成によっても、図４に示した表示記録部１１と同程度の厚みおよび柔軟性
等を持たせることができ、かつ、一旦書き込んだ画像は、電源が無い状態でも見ることが
できるので、ブック型表示記録媒体２０を構成することができる。また、共通電極１０７
を光導電層１０５側の電極と光導電層１０６側の電極とに分けてもよい。
【００３０】
（ブック型表示記録媒体の組み立て方法）
　次に、図１～図３を参照して、ブック型表示記録媒体２０の組み立て方法について説明
する。図１および図２に示すように、電子ペーパ１０の相互は、２つのジョイント部１２
を介して上下方向に重なりを持つように配置され、１つのブック型表示記録媒体２０を形
成する。ジョイント部１２はスリット１３の１つ置きに装着され、かつ厚み方向には２つ
ずつ互い違いに装着される。
【００３１】
　例えば、４枚の電子ペーパ１０が連結されてブック型表示記録媒体２０を構成している
とき、これに図１に示すように、１枚の電子ペーパ１０’（点線図示）を追加したいとす
る。この場合、図２に示すように、既にブックを形成している４枚の電子ペーパ１０のう
ち最上位の電子ペーパ１０の係合部１０Ａに２つのジョイント部１２の一方の嵌合部１２
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ａを嵌合し、他方の嵌合部１２ａに最上面の電子ペーパ１０の係合部１０Ａを嵌合すると
、電子ペーパ１０’は４枚組の最上面の電子ペーパ１０にジョイント部１２を介して連結
される。ついで、電子ペーパ１０’を矢印方向に倒して水平位置にすると、５枚の電子ペ
ーパ１０が閉じた本の状態になり、５枚組のブック型表示記録媒体２０が形成される。下
側の４枚の連結も上記したようにしてジョイント部１２により連結したものである。なお
、図１および図２では、５枚組としたが、任意の枚数を連結することができる。
【００３２】
（第１の実施の形態の効果）
　この第１の実施の形態のブック型表示記録媒体によれば、以下の効果が得られる。
（イ）電子ペーパ１０の相互を係合部１０Ａとジョイント部１２の嵌合により任意の枚数
に連結できるので、電子ペーパ１０により本の体裁を構成することができる。この結果、
使い勝手の向上、および関連する表示記録媒体がバラバラになるのを防止できるようにな
る。
（ロ）ジョイント部１２の嵌合部１２ａが係合部１０Ａに嵌合しているとき、嵌合部１２
ａの先端はスリット１３によって逃げ道が形成されているため、３００°を越える角度に
渡り回転させることができる。
【００３３】
［第２の実施の形態］
（画像書込装置の構成）
　図５は、本発明の第２の実施の形態に係る画像書込装置を示す正面図である。本実施の
形態は、第１の実施の形態のブック型表示記録媒体２０に書込みを行うための画像書込装
置である。
【００３４】
　画像書込装置３０は、５枚の電子ペーパ１０を綴じた構成のブック型表示記録媒体２０
と、書込み前の電子ペーパ１０を載置した状態で、書込み毎に電子ペーパ１０を所定の距
離上昇させる第１のリフタ３１と、この第１のリフタ３１の駆動源となる第１のエアシリ
ンダ３２と、書込みが終了した電子ペーパ１０を載置すると共に第１のリフタ３１の上昇
動作に連動して同じ高さだけ下降させる第２のリフタ３３と、この第２のリフタ３３の駆
動源となる第２のエアシリンダ３４と、見開き状態の２枚の電子ペーパ１０，１０‘に露
光を行う書込み部としてのプロジェクタ３５と、ブック型表示記録媒体２０に順番に書込
みを行う毎に電子ペーパ１０の１枚をめくるページング部３６とを備えている。ここで、
第１および第２のリフタ３１，３３、第１および第２のエアシリンダ３２，３４、および
ページング部３６は、ページ送り手段を構成している。
【００３５】
　図６は、ページング部３６の詳細を示す。ページング部３６は、六角柱形を成し、１８
０°の角度に回転すると共に前後進可能に構成された駆動軸３６Ａを有する。なお、駆動
軸３６Ａの先端形状は、六角形に限定されるものではなく、４角形等であってもよいし、
丸棒と突起の組み合わせによる形状であってもよい。
【００３６】
　駆動軸３６Ａに対応して、電子ペーパ１０の係合部１０Ａの側面には、六角形の穴１０
Ｂが形成されており、穴１０Ｂに駆動軸３６Ａが嵌合できるように構成されている。
【００３７】
（第２の実施の形態の動作）
　図７をも参照して画像書込装置の動作を説明する。図７は、図５の画像書込装置の電子
ペーパ１０への書込みに伴うページングの進行状態を示す。ここでは、ブック型表示記録
媒体２０は、図５のように、５枚の電子ペーパ１０からなるものとする。一回目に最上位
の２枚の電子ペーパ１０のそれぞれの面に書込みが行われ、以後、電子ペーパ１０を１枚
めくる毎に２面単位で書込みが行われる。
【００３８】
　ブック型表示記録媒体２０は、閉じた状態で第１のリフタ３１にセットされる。ついで
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、図示しない制御部により第１のリフタ３１が駆動され、ブック型表示記録媒体２０の上
面が書込み位置に到達するまで上昇する。ついで、制御部はページング部３６を駆動し、
図６のように、駆動軸３６Ａを前進（矢印Ｆ方向）させる。この過程で駆動軸３６Ａは最
上位の電子ペーパ１０の係合部１０Ａの穴１０Ｂに嵌入する。ついで、制御部は、ページ
ング部３６の駆動軸３６Ａを図６の回転方向Ｄ側に１８０°回転させると同時に、第１お
よび第２のエアシリンダ３２，３４を駆動して第１のリフタ３１を上昇させると同時に第
２のリフタ３３を下降させる。
【００３９】
　この連携動作により、図５のように、第１のリフタ３１上の最上位の電子ペーパ１０が
１８０°回転し、電子ペーパ１０’となって第２のリフタ３３上に載置される。このとき
、第１のリフタ３１と第２のリフタ３３が同時に駆動されたことにより、第１のリフタ３
１上の最上位の電子ペーパ１０と第２のリフタ３３上の電子ペーパ１０’とは同一平面上
に位置決めされ、かつ共に書込み位置にセットされる。
【００４０】
　図５の状態のまま、第１のリフタ３１上の最上面の電子ペーパ１０および第２のリフタ
３３上の電子ペーパ１０’の透明電極１０２Ａと共通電極１０７（図４参照）に制御部か
ら電圧が印加され、更に、それぞれの書込み領域にプロジェクタ３５から画像光が投影さ
れる。これにより、第１のリフタ３１上の最上面の電子ペーパ１０および第２のリフタ３
３上の電子ペーパ１０’のそれぞれの書込み領域に画像が記録される。
【００４１】
　ついで、制御部は、電子ペーパ１０’の係合部１０Ａの穴１０Ｂから矢印Ｒ方向へ駆動
軸３６Ａが引き抜かれるようにページング部３６を駆動し、更に、電子ペーパ１０の間隔
Ｌ分だけ上昇するように第１のリフタ３１を駆動し、同時に、電子ペーパ１０’が間隔Ｌ
分だけ下降するように第２のリフタ３３を駆動する。
【００４２】
　ついで、制御部はページング部３６を駆動して駆動軸３６Ａを前進（矢印Ｆ方向）させ
、第１のリフタ３１上の最上面の電子ペーパ１０の係合部１０Ａの穴１０Ｂに嵌入させる
。次に、制御部は駆動軸３６Ａを回転させると同時に、第１および第２のエアシリンダ３
２，３４を駆動して第１のリフタ３１を上昇させると同時に第２のリフタ３３を下降させ
る。
【００４３】
　この連携動作により、図７のように、第１のリフタ３１上の最上面の電子ペーパ１０が
１８０°回転し、電子ペーパ１０”となって電子ペーパ１０’上に載置される。このとき
、第１のリフタ３１と第２のリフタ３３が同時に駆動されたことにより、第１のリフタ３
１上の最上面の電子ペーパ１０と第２のリフタ３３上の電子ペーパ１０”とが同一平面上
に位置決めされ、かつ、共に書込み位置にセットされる。
【００４４】
　以後、上記したようにして書込みが行われ、この書込みが終了すると、第１および第２
のリフタ３１，３３が駆動され、次の電子ペーパ１０のページングが行われる操作が、第
１のリフタ３１上の最後の電子ペーパ１０に至るまで順次実行される。
【００４５】
（第２の実施の形態の効果）
　この第２の実施の形態の画像書込装置によれば、ブック型表示記録媒体２０を自動的に
めくり、順次書込みを行うことができるため、２枚の電子ペーパ１０に同時に書込みが同
時に行えるようになり、書込みの高速化を図ることができる。
【００４６】
［第３の実施の形態］
　図８は、本発明の第３の実施の形態に係る画像書込装置を示す。本実施の形態は、第２
の実施の形態において、第１のプロジェクタとしてのプロジェクタ３５の他に第２のプロ
ジェクタ３８を用いると共に、ブック型表示記録媒体２０および第１のリフタ３１を縦位



(8) JP 4701629 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

置にして支持台４０上に載置し、最前面の電子ペーパ１０をストッパ３７で係止し、この
最前面の電子ペーパ１０への画像書込みを第２のプロジェクタ３８で行うようにしたとこ
ろに特徴があり、他の構成は第２の実施の形態と同様である。なお、第２のリフタ３３上
の電子ペーパ１０’への画像書込みはプロジェクタ３５によって行われる。また、ページ
ング部３６は必要としない。ここで、第１および第２のリフタ３１，３３、第１および第
２のエアシリンダ３２，３４、およびストッパ３７によってページ送り手段を構成してい
る。なお、支持台４０上の縦位置で待機している電子ペーパ１０は、鉛直方向に限らず、
水平方位と異なる斜方向であってもよい。
【００４７】
（第３の実施の形態の動作）
　まず、直立しているブック型表示記録媒体２０の最前面の電子ペーパ１０に対する書込
みが制御部の制御の下に第２のプロジェクタ３８によって行われる。この書込み後、制御
部はストッパ３７を図の時計方向へ瞬間的に回転させて戻し、或いは瞬間的に上下動させ
ることにより、最前面の電子ペーパ１０が前方に倒れ、電子ペーパ１０’として第２のリ
フタ３３上に載置される。ついで、制御部は第１のエアシリンダ３２を駆動し、第１のリ
フタ３１をジョイント部１２の長さ分だけ前進させるとともに、第２のリフタ３３を所定
の距離下降させて電子ペーパ１０’を書込み位置にセットする。ついで、制御部はプロジ
ェクタ３５，３８を動作させ、第２のリフタ３３上の電子ペーパ１０’と縦位置にある最
前面の電子ペーパ１０とに同時に書込みを実施する。以後、ストッパ３７の動作に連動し
て第２のエアシリンダ３４を電子ペーパ１０の間隔Ｌ分だけ下降させると共に第１のリフ
タ３１を前進させ、上記した操作および処理を第１のリフタ３１上の最後の電子ペーパ１
０に至るまで実施する。
【００４８】
（第３の実施の形態の効果）
　この第３の実施の形態によれば、第２の実施の形態と同様に、ブック型表示記録媒体２
０を自動的にめくり、書込みを行うことができるため、２枚の電子ペーパ１０に同時に書
込みが行えるようになり、書込みの高速化を図ることができる。また、第２の実施の形態
が必要としたページング部３６が不要になるため、コストダウンおよび小型化が可能にな
る。
【００４９】
［第４の実施の形態］
　図９は、本発明の第４の実施の形態に係る画像書込装置を示す。本実施の形態は、第３
の実施の形態において、第２のリフタ３３に書込み部としての露光部３９を設置し、第２
のプロジェクタ３８を除去した構成であり、他は第３の実施の形態と同様である。
【００５０】
　露光部３９は、電子ペーパ１０の一方の面に書込むための画像光を生成する液晶ディス
プレイ３９Ａと、この液晶ディスプレイ３９Ａを背面から照明するバックライトと、これ
らを収納する本体３９Ｃとを備えている。なお、液晶ディスプレイ３９Ａに代えて、ＣＲ
Ｔディスプレイ、ＰＤＰ（プラズマディスプレイ）、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
ディスプレイ、ＶＦＤ（蛍光表示管ディスプレイ）、ＦＥＤ（電界放出ディスプレイ）な
ど、電子ペーパ１０の書込領域と略等倍の表示領域を有するディスプレイを用いることも
可能である。また、バックライト３９Ｂには、冷陰極管、白色ＬＥＤ（発光ダイオード）
、ＥＬ（電界発光）などのデバイスを用いることができる。
【００５１】
（第４の実施の形態の動作）
　本実施の形態における画像書込装置３０は、プロジェクタ３５と露光部３９を同時に動
作させ、１枚の電子ペーパ１０の両面に同時に書込みを行うものである。まず、第３の実
施の形態と同様に、ストッパ３７を時計方向に瞬間的に回転させて戻し、或いは瞬間的に
上下動させることにより、ブック型表示記録媒体２０の最前面の電子ペーパ１０が前方に
倒れ、第２のリフタ３３上に電子ペーパ１０’として載置される。



(9) JP 4701629 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

【００５２】
　ついで、制御部は第１のエアシリンダ３２を駆動し、第１のリフタ３１をジョイント部
１２の１つの長さ分だけ前進させ、電子ペーパ１０’を書込み位置にセットする。次に、
制御部はプロジェクタ３５および露光部３９を同時に動作させ、露光部３９によって電子
ペーパ１０’の下面に書込みを行うと共に、プロジェクタ３５によって電子ペーパ１０’
の上面に書込みを行う。以後、ページをめくる毎に第２のエアシリンダ３４を間隔Ｌ分だ
け下降させると共に第１のリフタ３１を前進させ、上記した操作および処理を縦位置状態
の最後の電子ペーパ１０に至るまで実施する。
【００５３】
（第４の実施の形態の効果）
　この第４の実施の形態によれば、第２の実施の形態と同様に、ブック型表示記録媒体２
０を自動的にめくり、書込みを行うことができるため、１枚の両面に書込みが同時に行え
るようになり、書込みの高速化を図ることができる。また、ブック型表示記録媒体２０を
Ｌ字形に開いた状態にして書込むので、画像書込装置３０の占有スペースを小さくするこ
とができる。さらに、第２の実施の形態が必要としたページング部３６が不要になるため
、コストダウンおよび小型化が可能になる。また、１枚の電子ペーパ１０の両面に同時に
書込みが行えるため、１枚単位で両面に書込みが行える。
【００５４】
［第５の実施の形態］
　図１０は、本発明の第５の実施の形態に係る画像書込装置を示す。本実施の形態は、図
８の第３の実施の形態において、ブック型表示記録媒体２０の書込み対象の２枚の電子ペ
ーパ１０を縦位置に配置できるようにした構成であり、他は第３の実施の形態と同様であ
る。第２のリフタ３３は、下側へ搬送された電子ペーパ１０を受け止めるためにＬ字形に
形成されると共に、水平方向に移動できるように構成されている。
【００５５】
（第５の実施の形態の動作）
　まず、綴じた状態のブック型表示記録媒体２０をストッパ３７と第１のリフタ３１の間
の支持台４０上にセットする。ついで、制御部はストッパ３７を図の時計方向へ瞬間的に
回転させて戻し、或いは瞬間的に上下動させることにより、最前面の電子ペーパ１０が前
方に倒れるようにして１８０度回転し、第２のリフタ３３の垂直面に当接して垂れ下がっ
た状態の電子ペーパ１０’とする。ついで、制御部は第１のエアシリンダ３２を駆動し、
ジョイント部１２の１個分の長さに相当する間隔Ｌ分だけプロジェクタ３８側へ搬送する
。これにより、新たにストッパ３７に係止された電子ペーパ１０と電子ペーパ１０’とは
、垂直方向に同一平面になる。この同一平面が書込み位置になる。
【００５６】
　次に、ストッパ３７に係止している最前面の電子ペーパ１０と垂下状態の電子ペーパ１
０’に対し、プロジェクタ３８によって同時に書込みが行われる。書込みが終了すると、
制御部は上記したようにストッパ３７を駆動し、最前面の電子ペーパ１０を倒し込み、垂
下状態の電子ペーパ１０’を２つにする。ついで、第１のエアシリンダ３２と第２のエア
シリンダ３４が同時に駆動され、ジョイント部１２の１個分の長さだけプロジェクタ３８
側へブック型表示記録媒体２０が搬送されると同時に第２のリフタ３３が間隔Ｌ分だけ矢
印方向へ移動する。これにより、新たにストッパ３７に係止された電子ペーパ１０と下側
に回転された２つ目の電子ペーパ１０’とは、垂直方向に同一平面になる。この同一平面
に位置決めされた２枚の電子ペーパ１０に対し、プロジェクタ３８によって書込みが行わ
れる。以後、同様の手順でブック型表示記録媒体２０の最後の１枚に至るまで第１のエア
シリンダ３２による搬送、ストッパ３７によるページめくり、およびプロジェクタ３８に
よる書込みが順次実施される。
【００５７】
（第５の実施の形態の効果）
　この第５の実施の形態によれば、第３の実施の形態と同様に、ブック型表示記録媒体２
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０を自動的にめくり、書込みを行うことができるため、１枚の両面に書込みが同時に行え
るようになり、書込みの高速化を図ることができる。また、ストッパ３７の動作によって
垂下搬送された電子ペーパ１０′は、駆動力を付与することなく重力で垂下位置に搬送さ
れるため、回転駆動させるための動力を不要にすることができる。
【００５８】
［他の実施の形態］
　なお、本発明は、上記各実施の形態に限定されず、その要旨を変更しない範囲内で種々
な変形が可能である。例えば、各実施の形態間の構成要素の組合せは任意に行うことがで
きる。
【００５９】
　また、メモリ性を有する表示記録媒体として、上記の他に、ロイコ染料を用いた感熱記
録媒体や、強誘電液晶に代表されるメモリ性を有する液晶や、帯電した粒子を移動させて
表示を切り替える電気泳動方式、帯電した粒子を回転させて表示を切り替える粒子回転方
式、磁気により粒子を移動させて表示を切り替える磁気泳動方式を用いてもよい。
【００６０】
　また、表示記録媒体は、片面のみ画像を記録、表示できるものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るブック型表示記録媒体を示す正面図である。
【図２】図１のブック型表示記録媒体の右側面図である。
【図３】図１のブック型表示記録媒体の平面図および断面図を示し、（ａ）は平面図、（
ｂ）はＡ－Ａ線断面図、（ｂ）はＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】図３の表示記録部のＣ－Ｃ線の断面を示す断面図である。
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る画像書込装置を示す正面図である。
【図６】図５のページング部の詳細を示す斜視図である。
【図７】図５の画像書込装置の電子ペーパへの書込みに伴うページングの進行状態を示す
正面図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態に係る画像書込装置を示す正面図である。
【図９】本発明の第４の実施の形態に係る画像書込装置を示す正面図である。
【図１０】本発明の第５の実施の形態に係る画像書込装置を示す正面図である。
【符号の説明】
【００６２】
１　画像書込装置
１０，１０’，１０”　電子ペーパ
１０Ａ　係合部
１０Ｂ　穴
１１　表示記録部
１１ａ　表面
１１ｂ　裏面
１２　ジョイント部
１２ａ　嵌合部
１２ｂ　連結部
１２ｃ　開口
１３　スリット
２０　ブック型表示記録媒体
３０　画像書込装置
３１　第１のリフタ
３２　第１のエアシリンダ
３３　第２のリフタ
３４　第２のエアシリンダ
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３５　プロジェクタ
３６　ページング部
３６Ａ　駆動軸
３７　ストッパ
３８　第２のプロジェクタ
３９　露光部
３９Ａ　液晶ディスプレイ
３９Ｂ　バックライト
３９Ｃ　本体
４０　支持台
７０，７１　書込みパターン光
７２，７３　照明光
７４，７５　表示光
１０１Ａ，１０１Ｂ　基板
１０２Ａ，１０２Ｂ　透明電極
１０３Ａ，１０３Ｂ　液晶層
１０４Ａ，１０４Ｂ　隔離層
１０５，１０６　光導電層
１０５ａ，１０５ｃ，１０６ａ，１０６ｃ　電荷発生層
１０５ｂ，１０６ｂ　電荷輸送層
１０７　共通電極
１０８Ａ，１０８Ｂ　光吸収層
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